
（１）目的

　課題研究をモンゴルの高校生と協同で行う。新モンゴ
ル高校の生徒と環境問題に関するディスカッションを行
う。また、その成果を現地の政府関係機関、教育機関に
報告し指導・助言をもらう。

（２）実施方法

１）参加生徒　 モンゴルGlobal Committeeの高校２年
生８名が参加

　　引率教員　 原順子（学校代表）、三小田博昭、杉本
雅子。現地で名古屋大学国際部職員合流

２）事前学習
①2014年度、アソシエイト校の７月にGlobal Committee

を結成
②2014年９月：新モンゴル高校１・２年生と月１回の

ＴＶ会議を名古屋大学CALE で行う。
③2015年４月：新モンゴル高校と協同課題研究のテー

マを「モンゴルの環境問題」に決定。
④2015年６月：テレビ会議で日本から「日本の四大公

害病」、モンゴルから「モンゴルの大気汚染」「モン
ゴルのゴミ問題」を題材にあげる。

⑤2015年６月26日～30日：モンゴル語入門講座①
　　　　７月８日～10日：モンゴル語入門講座②
　　　　７月15日： モンゴルについての講義名古屋大

学足立守先生
３）費用

①学校負担分：国内移動に関わる費用、往復の航空運
賃（空港使用料、サーチャージ含）、現地バス（含運
転手）借り上げ、旅行保険に加入に関わる費用など

②生徒負担分：パスポート取得にかかる費用、現地宿
泊ホテル代、食費など本人に関わる費用、セントレ
アまでの交通費など

（３）研修内容

１）日程及び宿泊先

日時 タイムテーブル 宿泊地

７月24日（金）
（１日目）

８：42　名古屋駅発　新幹線　のぞみ110号　　10：16　品川駅到着
14：40　成田国際空港発　MIAT OM502便（機内食）
20：10　ウランバートル国際空港着　入国審査
　　　　・現地銀行で円→トゥグルクへ換金（２万円程度）

ホテル泊
（ＵＢミシェールホテル）

７月25日（土）
（２日目）

７：30　ホテルロビー集合（スーツケースはホテルに預ける）
８：00　ボルガン県サンサル村へ移動（車約６時間）
　　　　・エルテニゾー　博物館
16：00　サンサル村到着　サンサル村　学校訪問　歓迎会
　　　　・課題研究（水質調査、大気調査の場所を探す）
19：00　ホームスティ先へ送迎　各自ステイ先で夕食

サンサル村でホームスティ
（引率者はツーリストキャン
プ泊）

７月26日（日）
（３日目）

８：00　ボルガン県サンサル村の学校集合交流・村長表敬訪問
　　　　・ 課題研究（村の小川で水質調査、サンサルの学校玄関前で大

気調査）

ホームスティ
（引率者はツーリストキャン
プ泊）

７月27日（月）
（４日目）

　　　　・アルタンボラク村へ出発（車約３時間）
　　　　・ホスタイツーリストキャンプ　出発（車約２時間）
午後　　 アルタンボラク村到着・課題研究適地調査（アルタンボラク村

の水場で毎年調査できそうな場所を探す）
　　　　・遊牧体験（ステイ先のゲルで羊追いなど）
夕食（ゲルスティ先）

遊牧民ゲルスティ
（引率者はアルタンボラク村
付近ツーリストキャンプ泊）
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日時 タイムテーブル 宿泊地

７月28日（火）
（５日目）

朝食・昼食（ゲルスティ先）
　　　　・遊牧体験（ステイ先のゲルで羊追いなど）
　　　　・ 課題研究（アルタンボラク村の小川で水質調査、水質検査と

同じ場所で大気調査）
夕食（１つの遊牧民ゲルにて全員集まりホルホグ）

遊牧民ゲルスティ
（引率者はアルタンボラク村
付近ツーリストキャンプ泊）

７月29日（水）
（６日目）

朝食（ゲルスティ先）
　　　　・騎馬民族乗馬体験
　　　　・ ウランバートルへ移動（車約３時間）
18：00　ウランバートルミシェールホテル着
夕食　市内レストラン

ホテル泊
（ミシェールホテル）

７月30日（木）
（７日目）

８：30　ホテル出発（ホームスティで必要な荷物だけを持つ。）
９：00　モンゴル科学技術大学地質博物館
９：30　フィールドリサーチセンター
　　　　・課題研究の助言を受ける
10：10　モンゴル国立大学日本法センター
　　　　・ モンゴルの大学生がゲル地区の大気汚染についてプレゼン→

環境について討論
12：00　新モンゴル高校　昼食（カフェテリアにて）
13：00　歓迎会（互いの文化紹介）
　　　　・日本の四大公害病についてプレゼン→討論
　　　　・課題研究（水質調査、大気調査）について話し合い
17：00　ホストファミリーと合流　各ステイ先へ

※ホームステイ泊
（引率者はミシェールホテル）

７月31日（木）
（８日目）

８：30　新モンゴル高校集合　バス乗車
９：30　JICA 訪問：担当者Mrs.Maruyama Ayako
11：00　日本大使館訪問担当者Mr.Yamamoto Keigo
13：00　セルベ川についての事前学習（新モンゴル生徒と）
16：30　ホストファミリーと合流　各ステイ先へ

※ホームステイ泊
（引率者はミシェールホテル）

８月１日（金）
（９日目）

朝食：生徒はホームステイ先、引率者はホテル
８：30　新モンゴル高校集合　セルベ川の河川清掃
午後　　ホストファミリーと自由行動（昼食　各自自己負担）

※ホームステイ泊
（引率者はミシェールホテル）

８月２日（土）
（10日目）

14：00　新モンゴル高校集合　日本人墓地（献花）
18：00　モンゴル民族舞踊見学　夕食

ホテル泊
（ミシェールホテル）

８月３日（日）
（11日目）

６：30　ミシェールホテル出発（ミシェールホテルからバス）
８：55　ウランバートル国際空港発　MIAT OM501 便
13：40　成田国際空港着
16：44　東京駅到着
19：01　名古屋駅着　解散式後に解散

２）G.コミッティーモンゴル課題研究構想
①目的

SGH５年間の課題探究でモンゴルは重要な海外拠点の
１つ。そこで継続して課題研究を行い、成果を出す。
27年度は初年度なので、データを採取する場所を決め
たり、採取できるかどうかを試行することが目的。
②研究課題
『モンゴルの環境汚染に、日本の公害で経験したこと
活かす』－高校生にできること－
③仮説

日本はかつて高度経済成長期に水質汚染、大気汚染が

深刻で公害が社会問題になっていた。すべてが解決さ
れてはいないが、現在はかなり改善されている。モン
ゴルは現在高度経済成長期を迎えて、都市部（首都ウ
ランバートル）の水質・大気汚染が問題化されつつあ
る。公害を学習している日本の高校生と、これから環
境問題を考えていくモンゴルの高校生が協同して環境
汚染について調査・研究していけば、両国の持続可能
な開発に有効である、と仮説を立てた。
④内容

ⅰ水質検査とⅱ大気検査をそれぞれ簡易検査器を持参
して、現地の高校生と一緒に検査する。研究方法や考
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察のアドバイスを、名古屋大学フィールドリサーチセ
ンターの先生方に頂く。
⑤方法

モンゴルに行くメンバーを主にⅰ水質検査、ⅱ大気検
査に分担し、担当する。同じ場所で５年間継続して採
取する。水質に違いがあれば原因を探り、最善策など
を探り、モンゴルの高校生と協同で出来るアクション
プランを立てる
１年目： 採取場所の決定、採取。規制の簡易検査器で

出来る検査をする。  
（場所の違いによる結果の違いはわかる）

２年目： 採取。１年目と比較する。場所による結果の
違いを仮説を立て考察する。  

（１年目と結果の共通点、相違点はわかる）  
有効な試薬のアドバイスがあれば検査物質を
変更することもありうる。

３年目： ２年目と同じ。地理的要素、産業的要素等か
ら原因を探る。

４年目：３年目と同じ。
５年目：アクションプランを考える。
⑥ 採取場所候補地（５年間継続して同じ場所で採取でき
る場所）
日本　　　ⅰ名古屋大学鏡が池もしくは本校中庭の池
モンゴル　ⅰサンサル村（田舎）の川
　　　　　ⅱ遊牧地の水たまり
　　　　　ⅲウランバートル（都市）セルベ川
３）水質検査結果
①水質検査使用実験キット

ⅰ　簡易水質検査器（パックテスト）河川用［内田洋行］
ⅱ　 検査項目・ピーエイチ（pH）・化学的酸素消費量

（COD）・亜硝酸（NO2）・リン酸（低濃度）（PO4）・
鉄（Fe）・銅（Cu）・亜鉛（Zn）・全硬度（CaCO3）

テレビ会議で大気調査の討論（2016/２/２）中庭で大気調査（2106/１/29）
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４）大気汚染調査結果
①大気検査実験キット
　大気成分検知器セットGV-50T ［内田洋行］

１図：モンゴルUBと名古屋市の大気汚染調査
酸素

（O2）
窒素酸化物
（NOx）

二酸化炭素
（CO2）

その他
※

１・８月 日本＊1 22％ 反応せず 0.03％ 反応せず

８月 モンゴル
＊2 21％ 反応せず 0.03％ 反応せず

１月 モンゴル
＊2 19％ 0.5％ 0.06％ 反応せず

＊・日本＊1：本校の中庭 ・モンゴル＊2：新モンゴル高校の玄関
※・一酸化炭素（CO） ・アンモニア（NH3）
　・硫化水素（H2S） ・二酸化硫黄（SO2）
　・塩素（CL2） ・オゾン（O3）

②テレビ会議
　本校の中庭は １月と８月は同じで問題の無い数値
であったがモンゴルでは１月と８月の数値は異なっ
た。冬のモンゴルはO2が減り、CO2が増えた。NOxに
ついては、人体に有害となる数値が出てしまった。モ
ンゴルの高校生によると、原因はゲル地区の暖房、車
の排気ガス、ウランバートル（UB）の地形が原因と
のことだった。
ⅰゲル地区とは
　ゲル地区とはUB周辺で、人々が勝手にゲルを建て
て住み着いた地区である。社会主義時代、首都UBには、
火力発電所から地下を通り、セントラルヒーティング
を完備させた。ゲル地区は市外のためセントラルヒー
ティングはない。ゲル地区はUBに職を求めて各地から
人々が集まり、人口増加が著しい地区である。今やUB
に住む人の70％はゲル地区に住んでいる。ゲル地区、
といっても現在はゲルだけでなく、マンションもある。
ここでは安い質の悪い未加工の石炭で暖房をとること
が多いため、CO2やNOxの数値が上がってしまう。
ⅱ車の排気ガス
　モンゴルの移動手段は車が一般的である。鉄道は発
達していない。遊牧民もかつては馬で移動していたが、
最近はゲルをトラックに積んで移動することが一般的
である。大きな道路はアスファルト舗装されているが、
冬に凍結をして陥没することがあり、補修工事を常に
している。工事ができる時期も凍結しない夏の６～８
月の３ヶ月で、砂埃が多い。交通渋滞も都市部では問
題である。交通量を減らすために、モンゴルでは車の
ナンバーの末尾が奇数と偶数で交通規制している。例
えば、月・水・金はナンバー末尾が奇数の車が道路を
通行出来る、という具合である。冬の車の排気ガスは、
大気汚染で歩くと危険なのでみんなが車を使い、排気
ガスが多くなる、という悪循環だそうだ。

ⅲウランバートル（UB）の地形
　UBは盆地である。そのため空気が滞り、風で流れ
るということが無い。

　この結果報告から、改善に向けて自分たちに何がで
きるか、今後テレビ会議で話し合っていくことを確認
した。

（４）検証評価〔参加生徒の振り返り〕

●今回のモンゴル研修の
中で、たくさんの“モン
ゴル”を見て体験しまし
た。まず、私たちが日本
から来たということも
あって、日本人がたくさ
んいるところに行き、モ
ンゴルと日本の繋がりの
深さを感じました。そし
て、日本へ行きたいとい
う強い意志を持った学生
さん達を見て、刺激を受
けました。また、田舎の
方では、言葉も生活もまるっきり異なる世界で、驚きが
止まりませんでした。例えばサンサルのホームステイし
たビンバーちゃんの家では、両親とも出稼ぎに出ていて、
姉妹だけで生活しており、庭ではおじさん（お兄さんか
もしれない）がコンクリートを作っていました。アルタ
ンボラクでは水は川から汲んできて、拾ってきた燃料で
ご飯を作り、電気は太陽光発電と何もかも自給自足の生
活をしていました。ある意味では動物と平等というか、
共生しているなと実感しました。最後に訪れたウラン
バートルは、まず車が多く空気が煙たいなというのが本
音でした。道路はボコボコだし、排水のシステムが無い
し、いつも渋滞しているからか人々は少し穏やかではな
いように感じました。新モンゴル高校では、とても綺麗
な校舎と皆さんが日本語が話せることに感動しました。
ホームステイしたダシュカちゃんの家では、私の家と似
た生活でした。モンゴルでは、その国の広さからか、生
活スタイルが日本より多様だと思いました。日本ではゲ
ルのような伝統的な家はもう数少ないですが、モンゴル
ではまだ現役でたくさんあります。民族舞踊や馬頭琴な
ども、サンサル村の高校でも新モンゴル高校でも部活が
あるそうです。そのような自国はの誇りというのは素敵
だなと思いました。
　今回、大草原へ旅をして私の好きなものはやはり自然
かな、と感じました。自然の中には動植物はもちろん、
農業の方法、土壌、川の中身、人の生活に必要なものな
どたくさんのものが含まれています。モンゴルの高校や

「モンゴルの少女」
生徒の旅日記より
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大学で出会った意識の高い人たちのことを思って、負け
ないくらいしっかり学びたいと思います。最後になりま
したが、学校の研修の一環で11日間もモンゴルへ行って、
一生忘れられない経験をさせて頂き、本当に本当に幸せ
です。機会を作って下さった方々、有り難うございまし
た。

生徒の旅日記より

●僕が最初に決めた目標は、異文化を理解し、モンゴル
の目線から環境問題を見て、実行しやすい環境対策を考
えるということでした。これを達成できたかは少し微妙
なところです。なぜなら、僕が思いつくような日常的で
実行しやすい対策はすでに行われていたからです。例え
ば Facebook でアイスバケツチャレンジみたいなことを
するなど、モンゴルではそういった市民活動がすでに始
まっていました。僕の予想ではこの活動がモンゴルの若
者に広まって、街のゴミ問題は改善すると思います。し
かし、村などの観光地では外国人がゴミを捨てていると
思われる場所がありました。そういった場所には、モン
ゴル語だけではなく、いろいろな言語で書かれている「ポ
イ捨て禁止」の看板を作るべきだと思います。サンサル
村の村長さんが話していた、絵のついた大きな看板を立
てるのもよい考えだと思いますが、やはり多様な言語で
書くことも重要であると思います。なので僕が考えたの
は、国内は変わりつつあるので、国外に対して対策を立

てることがモンゴルのゴミ問
題の解決に繋がるのではない
かということです。
　他にもモンゴル研修で学ん
だことは多くあります。モン
ゴル人は力強くでおおらかな
性格をしていることや、中国
とロシアに挟まれて苦労して
いること、チンギス・ハンが
予想以上に尊敬されているこ
と、サンサル村の人はバレー
ボールがすごくうまいこと。
また、ゲルに住んでいる遊牧民は暇なときはずっとテレ
ビを見ていること（ゲルにソーラーパネルがある）など、
日本に居てインターネットで調べるだけではわからない
ことを学ぶことができたと思います。ご飯があまりおい
しくなかったり、トイレが汚かったり、地面が整備され
ずにぼこぼこだったり嫌なこともありましたが、それら
をひっくるめてよいモンゴル研修だったと思います。楽
しかったです。

●私はこのモンゴル研修でいろいろなことを経験し、人
として大きくなれた気がします。異文化であるモンゴル、
始めは受け入れがたく、どうなるのか不安でした。特に
ゲルステイは印象に残っています。ゲルではものの大切
さを感じたり、人の優しさというものを感じました。モ
ンゴルの人のおもてなしは素敵でした。食べ物もゴミが
骨しか出ないほど無駄なく処理していました。また、ウ
ランバートルでは交通についてや雨の認識など、驚くこ
とが多々ありました。日本の交通についての意識とは全
然違うなと思いました。やはり意識というものは環境が
影響してくるし、意見や考えなどにもつながるなと感じ
ました。雨の認識については雨が降ると気持ちが沈むし、
あたりたくないと思いますが、モンゴルではあまり雨が
降らないので皆嬉しそうでした。実際に私も雨と雷の中
でバレーボールを屋外でしました。気候の違いも意識の
違いに繋がると思いました。日本が常識と思っていたこ
とがモンゴルに行って幸せなことなんだなと改めて感じ
ました。
　私はモンゴルの人たちの優しさは日本人よりもすごい
と思います。ゲルでは絶対お菓子を出したりするし、初
対面の人とも上手にモンゴルの人は交流します。言語が
通じなくてもそんな優しさに触れてとても心が温かくな
りました。モンゴルに行っていろいろな人と出会い、世
界が広がりました。私は英語は苦手なので勉強したくあ
りませんでした。でも、世界で活躍する人になりたい、
とモンゴルに行って思いました。英語の学習を頑張ろう
と思いました。本当にいい刺激になりました。行けてよ
かったです。仲間とこれからも交流していきたいです。
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●長いようで短い 11日間がもうすぐ終わってしまうが、
とても楽しかったのでよかった。まずは今回の目標につ
いて、僕が目標として挙げていたのは「語学能力の向上」
と「異文化の理解」である。まずは一つ目について。こ
の旅の間、田舎では常にトィギー（英語が堪能なモンゴ
ルの高校生）と一緒だったので、ずっと英語でたまに日
本語といった感じで過
ごしていたので、英語
の能力は上がったと思
う。日常の会話で特に
問題なくできるように
なったが、映画などを
しっかり理解するのは
まだ難しいので、これ
から伸ばしていきたい
と思う。英語は他の人
より多く話す機会があったので、よかったと思うが、モ
ンゴル語は他の人より話す機会が圧倒的に少なかったと
思う。挨拶ぐらいしかモンゴル語は使っていない。将
来、自分はロシア語も使わなければならないような仕事
をしたいと思っている。モンゴル語はロシア語と同じキ
リル文字なので、もう少し頑張ればよかったと思う。そ
れにしてもやはりまずは英語なので、英語を話す機会が
多かったのはよかった。
　次ぎに二つ目について。モンゴルに行く前は正直悪い
イメージの方が強かった。なぜならトイレが無かったり
風呂が無いと聞いていたからだ。実際にそれらは無いの
だが、いざ、行ってみると以外とどうにでもなることに
気づいた。最初は少し抵抗があったが、慣れてくると特
に何も気にしなくなった。これは大きな発見だと思う。
正直、今後の自分はどこでも生活できそうな気がする。
また、ウランバートルと日本ではあまり大きな違いは見
られなかった。ただ、道路の状態やアパートの数など、
細かい違いは多々ある。
　以上のように当初の目的はある程度果たせたと思う。
モンゴルでは多くの素晴らしい出会いがあり、素晴らし
い経験ができて本当によかった。空港ではこれで終わり
だと思っていたが、飛行機の中でもとてもよい出会いが
あった。席が隣だった方と最初はモンゴルについて話し
合っていたが、途中から夢の叶え方について教えて頂い
た。今後の勉強のモチベーションにもなると思う。旅の
最初から最後まで本当に素晴らしい経験ができた。
 （文責　原　順子）
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JICA
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International Cooperation Agency
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pH,NO3,PO4,Fe,Cu,Zn,

9.5 13 0.02 0.05

8.5 35 0.02 0.5 0.1 0.1 0.2 72

9.0 13 0.05 0.2 0.0 0.0 0.2 152

7.5 13 0.05 0.2 0.0 0.0 0.2 72

pH  pH
COD,PO4  
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?
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•
•
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